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震度マグニチュードの提案
　緊急地震速報では、正確な震度を推定できる
ようにすることが最も重要だと思われます。従
来の震度推定の多くは、気象庁マグニチュード
に、司・翠川の距離減衰式を適用して行うもの
です。気象庁マグニチュードは、地震による揺
れの変位振幅で定義されており、変位分布を最
も良く満足するマグニチュードであると解釈で
きます。一方、震度は、フィルター処理された
加速度の大きさで定義されています。このため、
気象庁マグニチュードで震度を予測するという
ことは、変位を測定して、加速度を予測するこ
とに対応しています。
　例えば、1Hz が卓越する地震と、3Hz が卓越
する地震では、変位が同じでも、加速度は9倍
違います。このため、マグニチュードから震度
を予測すると震度2の誤差が生じます。マグニ
チュードから震度を推定するのは、原理的に正
確ではありません。我々は、震度が加速度で定
義されているので、震度の推定は加速度で定義
される新しいパラメータを用いて行うべきであ
ると指摘し、震度マグニチュードの導入を提案
しました。このマグニチュードは、震度から直
接定義されているため、地震の卓越周期の違い
によらず、正確な震度を推定することができま
す。震度マグニチュードとは、震度分布を最も
正確に表現するマグニチュードのことです。
　震度マグニチュードを用いて震度を推定する
場合の、平均的予測誤差と、気象庁マグニチュー
ドを用いて推定する場合のそれとを地震毎に比
較しました（図２）。
　図から明らかなように、震度マグニチュード
を用いる場合の震度の推定誤差に比べ、気象庁
マグニチュードを用いる場合の誤差は大きく
なっています。気象庁マグニチュード、震度マ
グニチュードによる震度の標準誤差は、それぞ
れ、0.56, 0.47です。
　震度マグニチュードは、震度推定に適してい
ますが、震度マグニチュードの緊急地震速報で
の適用に関しては、現在、気象庁でも検討を
行っており、近い将来これを利用するようにな
り、精度の高い震度推定が行われるようになる
ものと期待されます。
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図１　緊急地震速報のための即時解析システムによる震央
決定の誤差。着未着法による震央（○）と、気象庁による全
観測データの処理で、最終的に推定された震央（＋）とのず
れが線分の長さで表されている。
図２　震度マグニチュード（●）と、気象庁マグニチュード
（○）を用いる場合の震度の平均的推定誤差の比較。
